












要約 

妊娠初期に母体の性器出血を伴っていた人工流産胎芽 667 例について,外部奇形と卵巣ホ

ルモン剤適用との間の因果関係を,奇形の臨界期との関連において分析した。ある種の奇形

(単前脳症,兎唇,合併多指症など)の頻度は適用群で有意に高かったが,いずれも臨界期の

後にホルモン剤が適用されており,しかも胎芽のほとんどが子宮内で死亡していた。したが

って,これら奇形に関する限りホルモン剤は原因ではなく,また流産防止の効果もないもの

と考えられる。多指症(単独)と四肢減形成の頻度は,適用群と非適用群との間で差がなかっ

た｡ 


